
みよし市の認知症カフェ

共通概念

○認知症カフェは、認知症の人や家族、地域住民、専門職など誰もが
気軽に集える場である。
○認知症カフェは、多様な人々の情報交換の場である。
○認知症カフェは、地域との相互交流、協働により実施するものである。

認知症カフェのタイプ

○情報提供や学びを主な目的としたタイプ
○特にプログラムは用意されていない、居場所を主な目的としたタイプ
○家族と本人のピアサポートを主な目的としたタイプ
○専門職による相談を主な目的としたタイプ
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＜参考＞
・認知症カフェの実態に関する調査研究事業報告書


